
ス テ キ な 八 幡 平 の 情 報 発 信 を す る 倶 楽 部

八 幡 平 を も っ と 楽 し む た め の フ リ ー マ ガ ジ ン
2016. vol. 12

12   八幡平に生きる人
14    キャンプの帰りは「温泉」へ
15    プレゼント
16    ビッキーと行く八幡平



キ
ャ
ン
プ
の

　
楽
し
み
は

　

八
幡
平
市
は
自
然
に
恵
ま
れ
た
地
。

広
大
な
地
に
山
あ
り
、
川
あ
り
、
森
あ

り
と
、
自
然
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
遊

び
場
に
事
欠
か
な
い
。
い
っ
そ
の
こ
と
、

１
泊
２
日
で
出
か
け
よ
う
。
自
然
を
楽

し
む
な
ら
、
自
然
の
中
で
寝
泊
ま
り
が

で
き
る
キ
ャ
ン
プ
が
い
い
だ
ろ
う
。

　
「
街
を
抜
け
て
、
緑
い
っ
ぱ
い
の
キ
ャ

ン
プ
場
へ
！　

景
色
の
良
い
場
所
に
テ

ン
ト
を
張
ろ
う
。
そ
し
て
、
食
事
の
準

備
を
し
、
夜
は
焚
き
火
を
前
に
し
て
の

ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
も
い
い
。
朝
は
早
起

き
を
し
て
、
ブ
ナ
の
林
を
散
歩
し
よ
う
」

と
想
像
を
す
る
だ
け
で
、
出
発
前
か
ら

ワ
ク
ワ
ク
し
て
く
る
。

　

早
朝
の
ブ
ナ
の
林
は
、
清
々
し
い
空

気
に
包
ま
れ
て
い
る
。
せ
っ
か
く
だ
か

ら
安
比
高
原
ブ
ナ
の
二
次
林
へ
出
向
き
、

マ
ザ
ー
ツ
リ
ー
に
朝
の
挨
拶
を
し
よ
う
。

深
呼
吸
を
す
る
と
、
体
が
目
覚
め
て
く

る
の
を
感
じ
る
。
さ
あ
、
朝
ご
は
ん
を

食
べ
て
、
今
日
も
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
八
幡

平
時
間
を
過
ご
そ
う
。

風
が
さ
わ
や
か
な

ブ
ナ
の
林
で
朝
散
歩

家
族
や
気
の
合
う
仲
間
と
一
緒
に
キ
ャ
ン
プ
に
出
か
け
よ
う
。

食
べ
て
、飲
ん
で
、遊
ん
で
、焚
き
火
を
囲
ん
で
過
ご
そ
う
。

場
所
は
、自
然
い
っ
ぱ
い
の
八
幡
平
へ
。

食
材
は
も
ち
ろ
ん
、八
幡
平
産
の
肉
や
野
菜
。

さ
あ
、す
て
き
な
１
日
の
始
ま
り
だ
。

朝ごはんの前に安比高原ブナの二
次林へ。齢を重ねたマザーツリー
の天辺を見上げようとして……。

撮影協力／ロッジ・タンデム
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髪
が
痛
ん
で
い
ま
す
ね
。

ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
し
ま
す
か
？

　

今
回
の
宿
泊
地
は
、
キ
ャ
ン
プ
初
心

者
で
も
キ
ャ
ン
プ
気
分
を
味
わ
え
る
コ

テ
ー
ジ
「
ロ
ッ
ジ
・
タ
ン
デ
ム
」
を
選

択
。
コ
テ
ー
ジ
は
、
テ
ン
ト
を
持
っ
て

い
な
く
て
も
、
キ
ャ
ン
プ
初
心
者
で
も

安
心
し
て
キ
ャ
ン
プ
気
分
を
味
わ
え

る
。
ま
た
、
ロ
ッ
ジ
・
タ
ン
デ
ム
の
矢

部
豊
さ
ん
は
ア
ウ
ト
ド
ア
の
達
人
！　

八
幡
平
で
の
キ
ャ
ン
プ
の
楽
し
み
を
教

え
て
も
ら
う
に
は
ぴ
っ
た
り
だ
。

　
「
キ
ャ
ン
プ
の
醍
醐
味
は
、
手
が
届

く
と
こ
ろ
に
自
然
が
あ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
近
く
で
散
策
、
沢
遊
び
、
木
登
り

が
で
き
ま
す
。
ド
ラ
ム
缶
風
呂
も
」

　

し
か
も
、
余
計
な
荷
物
を
置
い
て
身

軽
な
格
好
で
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

近
く
に
帰
る
場
所
が
あ
る
か
ら
、
思
う

存
分
に
遊
ぶ
こ
と
も
で
き
る
。

　
「
ほ
ん
の
少
し
遊
び
の
エ
リ
ア
を
広

げ
て
み
る
だ
け
で
、
楽
し
み
が
増
え
て

い
く
の
で
す
」
と
矢
部
さ
ん
。

　
「
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
は
、
安
比

高
原
へ
遊
び
に
行
き
ま
す
よ
！
」

大
人
も
童
心
に
か
え
る

木
登
り
＆
ド
ラ
ム
缶
風
呂

ド
ラ
ム
缶
風
呂
の
準
備
！

消
防
士
に
な
っ
た
み
た
い
。

子
ど
も
の
こ
ろ
を

想
い
出
し
て
木
登
り
！

安比高原「
中のまきば

」で

馬とたわむ
れる。

水が冷た〜
い。

サンショウ
ウオを発見

！

ロッジ・タン
デムといえ

ば、

ドラム缶風
呂！

キ
ャ
ン
プ
の

　

 
楽
し
み
は

「
ロ
ッ
ジ
・
タ
ン
デ
ム
」の

矢
部
豊
さ
ん
は

風
呂
炊
き
名
人

八
幡
平
市
平
舘
の

「
理
容
ぼ
〜
ず
」の

藤
原
健
太
朗
さ
ん
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お
泊
ま
り
キ
ャ
ン
プ
と
外
ご
は
ん
は

切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
。
キ
ャ
ン
プ

初
心
者
は
、
で
き
る
だ
け
手
間
が
か
か

ら
な
い
メ
ニ
ュ
ー
に
し
よ
う
。
切
っ
て
、

焼
い
て
、
煮
る
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
調

理
法
で
も
キ
ャ
ン
プ
ら
し
く
て
い
い
。

　

矢
部
さ
ん
は
、
外
で
ご
は
ん
を
つ
く

る
と
き
は
、「
何
事
も
余
裕
を
持
っ
て
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
明
る
い
う
ち
に

火
を
起
こ
し
、
準
備
を
始
め
た
ほ
う
が

い
い
と
い
う
。

　
「
そ
し
て
、
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
不
便
を

楽
し
む
こ
と
と
、
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ

く
り
と
楽
し
む
こ
と
も
大
切
で
す
」

　

コ
テ
ー
ジ
に
は
キ
ッ
チ
ン
が
つ
い
て

い
る
が
、
一
般
的
な
キ
ャ
ン
プ
場
で
は

水
廻
り
が
離
れ
て
い
た
り
、
調
理
器
具

が
限
ら
れ
て
い
た
り
す
る
。
だ
か
ら
こ

そ
、
日
常
に
な
い
不
便
さ
を
楽
し
む
余

裕
が
必
要
だ
。

　

八
幡
平
市
で
キ
ャ
ン
プ
を
す
る
な

ら
、
食
材
は
八
幡
平
市
の
自
然
の
恵
み

い
っ
ぱ
い
の
肉
や
野
菜
が
い
い
だ
ろ

う
。
そ
の
土
地
で
土
地
の
も
の
を
楽
し

む
の
も
キ
ャ
ン
プ
の
醍
醐
味
だ
。
今
回
、

八
幡
平
市
の
産
直
や
店
で
購
入
し
た
の

は
、
い
わ
て
八
幡
平
牛
、
コ
マ
ク
サ
杜

仲
茶
ポ
ー
ク
、
八
幡
平
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー

ム
、
八
幡
平
産
の
リ
ン
ゴ
と
野
菜
。

　
「
こ
れ
で
、
何
を
つ
く
ろ
う
か
」

　
「
そ
う
だ
ね
、
八
幡
平
牛
は
豪
快
に

ス
テ
ー
キ
に
し
よ
う
。
杜
仲
茶
ポ
ー
ク

は
ロ
ー
ス
ト
ポ
ー
ク
で
も
い
い
ね
」

　
「
ビ
ー
ル
と
ワ
イ
ン
が
あ
る
か
ら
、
八

幡
平
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
は
ア
ヒ
ー
ジ
ョ

か
な
」

　
「
杜
仲
茶
ポ
ー
ク
は
余
っ
た
ら
、
明

朝
の
ス
ー
プ
に
し
て
も
い
い
ね
」

　

こ
ん
な
ふ
う
に
、み
ん
な
で
メ
ニ
ュ
ー

を
決
め
な
が
ら
つ
く
る
の
も
料
理
の
楽

し
み
だ
。

　

料
理
が
テ
ー
ブ
ル
に
並
ぶ
こ
ろ
に

は
、
夜
の
帳
が
降
り
て
く
る
。
料
理
に

使
っ
た
炎
で
、
焚
き
火
を
準
備
し
よ
う
。

　
「
何
と
い
っ
て
も
、
外
で
食
べ
る
料

理
は
お
い
し
い
。
自
然
の
音
や
風
も
ご

ち
そ
う
に
な
り
ま
す
」

　

さ
て
、
み
ん
な
で
お
い
し
い
時
間
を

味
わ
お
う
じ
ゃ
な
い
か
。

外
ご
は
ん
の
楽
し
み
は

時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と

キャンプ料理は、自宅の庭でのバーベキューや
家庭料理にも応用できる。お試しあれ！

キャンプの楽しみは
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豊かな自然から生まれた 食材でつくる外ごはん！

　生まれも育ちも八幡平市と
いう「いわて八幡平牛」の大きな
塊を豪快に網焼き！ これぞ、
バーベキューの醍醐味だ。味付
けは塩と胡椒のみ。サシが入っ
た赤身は柔らかく、口の中で脂
と肉の旨味が広がってくる。も
ちろん鉄板焼きもおすすめ。
●いわて八幡平牛の取扱店
　肉の横沢（TEL 0195-76-3026）
　肉のささき（TEL 0195-74-2420）
　産直大地（TEL 0195-68-7310）

　おいしくてヘルシーな「コマ
クサ杜仲茶ポーク」をアウトド
ア料理の定番であるロースト
ポークで。塩胡椒で下ごしらえ
した肉と八幡平産の野菜を鉄
鍋に入れ、炭火でじっくりと蒸
し焼き。付け合わせのソースは、
ハニーマスタードでいかが。
● コマクサ杜仲茶ポークの取扱店
　 肉の横沢（TEL 0195-76-3026）

　岩手山の伏流水と地熱を活
用してつくられる「八幡平マッ
シュルーム」。オリーブオイル
にニンニクと唐辛子を加え、火
の上に。ニンニクの匂いが立っ
てきたら、エビと八幡平マッシュ
ルームを投入！　さあ、ビールで
乾杯しよう。
●問い合わせ
　ジオファーム八幡平
　（TEL 0195-70-2850）

　太陽の恵みを受けて育った
リンゴの芯をくりぬき、中に
バターと砂糖とシードルを入
れ、ダッチオーブンで蒸し焼
きにするだけ。簡単につくれる
デザートだ。キャンプはもちろ
ん、ホームパーティーのデザー
トとしてもおすすめ。
●八幡平産リンゴの販売店
　八幡平市内の産直など

「いわて八幡平牛」の
ステーキ

「コマクサ杜仲茶ポーク」の
ローストポーク

「八幡平産リンゴ」を
焼きリンゴに

「八幡平マッシュルーム」の
アヒージョ

豪快に野菜いっぱい

デザートは 手軽に

89



暑い時期は、弁当を保冷バッグに
入れていこう。食料のほか、水筒と
電灯も忘れずに。

毎年８月に行われる「ルーデン
ス農場」の「Nojyo-Camp」。
好きな場所にテントを張り、料
理をつくり、キャンプファイ
ヤーを楽しむ。初心者でも参加
しやすいと好評だ。

　

夜
ご
は
ん
が
完
成
す
る
こ
ろ
に
は
、

黄
昏
が
せ
ま
っ
て
く
る
。
夕
闇
に
包
ま

れ
る
前
に
焚
き
火
を
用
意
し
よ
う
。

　

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
、
み
ん
な
で
協

力
し
な
が
ら
つ
く
っ
た
料
理
の
数
々
。

そ
の
か
た
わ
ら
に
は
、
焚
き
火
。
炎
を

囲
み
な
が
ら
、
料
理
を
食
べ
、
酒
を
飲

み
、
話
を
す
る
。

　

矢
部
さ
ん
は
、「
焚
き
火
を
す
る
た
め

に
キ
ャ
ン
プ
を
す
る
」
と
話
す
。
焚
き

火
に
は
、
人
を
打
ち
解
け
さ
せ
る
力
が

あ
る
。
そ
こ
に
あ
る
だ
け
で
人
が
集
ま

り
、
話
が
始
ま
る
。
そ
ん
な
醍
醐
味
を

味
わ
え
る
イ
ベ
ン
ト
が
八
幡
平
市
に
て

毎
年
８
月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

「
ル
ー
デ
ン
ス
農
場
」
の
「
Ｎ
ｏ
ｕ
ｊ

ｙ
ｏ-

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
」
で
あ
る
。
ル
ー
デ

ン
ス
農
場
の
牧
草
地
に
テ
ン
ト
を
張

り
、
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
む
と
い
う
も
の

だ
。
夜
に
は
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
が

行
わ
れ
る
。

　

八
幡
平
市
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
カ
タ

チ
で
の
キ
ャ
ン
プ
が
可
能
だ
。
楽
し
み

を
広
げ
に
出
か
け
て
み
よ
う
。

炎
を
囲
み

最
高
の
時
間
を

八幡平市内のキャンプ場情報
■キャンプ場
・ 県営松川キャンプ場（7月〜10月）
   八幡平市松川温泉
   TEL 0195-78-2256（松川温泉峡雲荘）

・ 県民の森キャンプ場（6月〜9月）
   八幡平市松尾寄木八幡平温泉郷
   TEL 0195-78-2092（県民の森管理事務所）

・ 妻の神広場キャンプ場（5〜10月）
   八幡平市刈屋
   TEL 0195-78-2496

■キャンプ場・オートキャンプ場・キャビン
・ 岩手山焼走り国際交流村キャンプ場
   岩手県八幡平市平笠第24地割728
   TEL 0195-76-2013

■コテージ
・ ロッジ・タンデム
   八幡平市細野333-7
   TEL 0195-72-5219

●利用にあたって
　各キャンプ場・コテージのルールに従って、
　楽しいキャンプを！

キャンプの楽しみは
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八
幡
平
ブ
ラ
ン
ド
の
牛
肉
と
し
て

「
い
わ
て
八
幡
平
牛
」
が
誕
生
し
た

の
は
、
２
０
０
９
年
（
平
成
21
）
６

月
。
八
幡
平
市
に
は
、
高
品
質
の
牛

を
出
荷
す
る
肥
育
農
家
、
優
良
な

子
牛
を
出
荷
す
る
繁
殖
農
家
が
い
た

が
、
全
国
的
に
知
名
度
が
低
い
の
が

課
題
だ
っ
た
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
た

の
が
、
八
幡
平
産
の
牛
肉
の
ブ
ラ
ン

ド
化
。
安
代
地
区
で
畜
産
農
家
を
営

む
北
口
明
さ
ん
は
、
ブ
ラ
ン
ド
立
ち

上
げ
当
時
か
ら
参
加
し
て
い
る
。

　
「
ど
ん
な
に
良
い
牛
を
肥
育
し
て

も
、
岩
手
県
外
に
出
れ
ば
い
わ
て
牛

で
す
。
ど
こ
で
売
ら
れ
、
誰
に
食
べ

て
い
た
だ
い
て
い
る
の
か
分
か
ら
な

い
と
い
う
想
い
も
あ
り
ま
し
た
」

　

同
様
の
想
い
を
抱
い
て
い
る
農
家

と
と
も
に
活
動
を
始
め
、
現
在
６
軒

の
農
家
が
八
幡
平
牛
を
育
て
て
い
る
。

 

い
わ
て
八
幡
平
牛
の
定
義
は
、
八
幡

平
市
で
生
ま
れ
、
八
幡
平
市
の
生
産

者
が
手
が
け
た
３
等
級
以
上
の
黒
毛

和
牛
。
市
内
の
繁
殖
農
家
か
ら
月
例

10
か
月
の
子
牛
を
引
き
継
ぎ
、
20
か

月
か
け
て
肥
育
す
る
。
北
口
さ
ん
は
、

いわて八幡平牛生産者

#
1 3 北口明さん

２
０
１
３
年
（
平
成
25
）
か
ら
繁
殖

も
始
め
た
。
２
か
所
に
あ
る
牛
舎
に

は
、
繁
殖
用
の
雌
牛
が
30
頭
、
肥
育

用
の
牛
が
１
２
０
頭
い
る
。

　

北
口
さ
ん
は
、「
八
幡
平
牛
の
肥
育

は
３
段
階
に
分
か
れ
る
」
と
い
う
。

　
「
前
期
が
大
き
な
牛
に
な
る
た
め

の
骨
格
づ
く
り
。
中
期
が
肥
育
の
本

番
で
、
サ
シ
の
入
っ
た
肉
質
を
つ
く

り
ま
す
。
後
期
は
仕
上
げ
で
す
。
肥

育
の
段
階
や
個
々
の
牛
の
状
態
に
応

じ
て
、
餌
を
与
え
て
い
ま
す
。
一
番

は
ス
ト
レ
ス
を
か
け
ず
に
育
て
る
こ

と
で
す
が
ね
」

　

ス
ト
レ
ス
軽
減
の
た
め
に
も
、
床

に
は
お
が
く
ず
が
厚
く
敷
か
れ
、
牛

が
食
べ
こ
ぼ
し
た
草
や
藁
も
片
付
け

ら
れ
て
い
る
。

　
「
牛
は
、
生
き
物
だ
か
ら
ね
」

　

経
済
家
畜
だ
が
、
愛
情
を
持
っ
て

育
て
て
い
る
。

　
「
食
欲
が
落
ち
て
な
い
か
、
体
調

は
悪
く
な
い
か
と
、
気
に
か
け
る
こ

と
は
多
い
で
す
が
、
や
り
が
い
が
あ

り
ま
す
」
と
北
口
さ
ん
は
、
意
欲
に

満
ち
て
い
る
。

生
ま
れ
も
育
ち
も
八
幡
平
市
の

黒
毛
和
牛
を
知
っ
て
い
ま
す
か

profile
きたぐち あきら
1973年（昭和48）、八幡平市（旧安代
町）出身。県立盛岡農業高等学校か
ら北海道酪農学園大学へ進学。卒
業後、実家へ戻り、畜産業に携わる。

八
幡
平
に
は
、
い
ろ
ん
な
人
が
い
て
、

い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

共
通
す
る
の
は
、

「
こ
こ
っ
て
、
い
い
ま
ち
だ
よ
ね
」。

暮
ら
し
て
こ
そ
わ
か
る
、

八
幡
平
の
魅
力
と
は—

。

八幡平に
生きる人

1 北口さんは、2013年から繁殖も始めた。自舎で生
まれ育った母牛が今年初めて子牛を出産した。
2 餌は１日２回。配合飼料のほか、草と藁を与える。
北口さんは、「この３つのバランスが大切」と話す。
3 山の中にある牛舎。冬は一面の雪に覆われる。

2

3

1
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※当選は商品の発送をもって代えさせていただきます。
※今回、ご記入いただいた個人情報は、八幡平市商工会の個
人情報保護方針に基づき、責任をもって管理します。本人の
同意を得ずに第三者に開示することはありません。

本ページのアンケートに回答してくださった方へ
抽選でプレゼント！ 奮ってご応募ください。

「ハチクラ」Vol.12　読者アンケート
今号「ハチクラ」はいかがでしたか。 今後、充実した
内容にするため、皆さまの声をお聞かせください。

【問1】 ハチクラをどこで入手しましたか？

【問2】 本誌を入手の動機は何ですか。
　　  （複数選択可）

　      1 . 表紙に惹かれたから

　      2 . 内容がおもしろそうだったから

　      3 . 八幡平市の観光に興味があったから

　      4 . 地元の情報を知りたかったから

　      5 . 無料だったから

【問3】 今回の記事でおもしろかったものを挙げてください。
　　  （複数選択可）
　　  1 . 特集「 キャンプと外ごはん」
　　  2 . 八幡平に生きる人
　　  3 . キャンプの帰りは「温泉」へ
　　  4 . プレゼント＆読者アンケート
　　  5 . ビッキーと行く八幡平

【問4】 ハチクラへのご感想・ご意見をお書きください。

プレゼント＆アンケート
官製はがきに以下のことを記入し、ご応募ください。
FAXでも応募OK ！
●アンケートの回答　●ご希望のプレゼント番号
●住所・氏名・年齢・電話番号

●送り先／〒028−7533 岩手県八幡平市叺田70
　　　　　八幡平市商工会安代支所「ハチクラ」係
　　　　　FAX 0195-63-1011
●応募締切／平成29年1月6日（金）当日消印有効

好評につき、12号でも実施
Instagramに投稿して

『温泉入浴割引券』をもらおう!
　あなたがおすすめする八幡平市の「自然風景」や「食」
を撮影して、「◆八幡平ハチクラ ◆撮影場所（地名など）」
をつけてInstagramで投稿しよう。抽選で「新安比温泉
静流閣」の入浴割引券を5名にプレゼント！

※投稿の際は、知的財産権の侵害にはご注意ください。また、
人物が映る場合はご本人の承諾を得た写真を投稿ください。

 　JA新いわて
   （八幡平市牛肉推進協議会）

いわて八幡平牛（500グラム）

 　岩手山焼走り国際交流村「焼走りの湯」
温泉入浴券

2
名 様

5
名 様

1

2

問い合わせ／八幡平市商工会安代支所 TEL 0195-63-1001

応募期間
平成28年11月7日月〜平成29年１月31日火

企画・発行  八幡平市商工会  岩手県八幡平市大更35-63-85  TEL 0195 -76 - 2040
   　　　　　　　　　　　  http: //www.shokokai.com/hachimantai/

「ハチクラ」に関する問い合わせ  八幡平市商工会安代支所  TEL 0195 - 63 -1001

印刷所  川口印刷工業株式会社　岩手県盛岡市羽場10-1- 2  TEL 019-632- 2211

八幡平をもっと楽しむためのフリーマガジン
2016.Vol.12  平成 28年 11月7日発行

※本誌に掲載している情報は、平成28年10
月25日現在のものです。 発行後のデータ等
が変更になっている場合があります。あらか
じめご了承ください。 ※本誌掲載の記事・写
真等の無断掲載を禁止します。

■ 八幡平市松尾寄木1-41
■ TEL 0195-78-2245
■ 入浴時間／8：00〜20：00
■ 入浴料金／大人500円、子ども250円

　

松
川
温
泉
は
、
温
泉
愛
好
家
に
人
気
の
秘
湯
。
４
軒
の

宿
が
あ
り
、
そ
の
１
軒
で
あ
る
「
松
楓
荘
」
は
山
小
屋
風

の
佇
ま
い
。
白
濁
し
た
湯
は
源
泉
掛
け
流
し
で
、
川
の
せ

せ
ら
ぎ
を
聴
き
な
が
ら
の
湯
浴
み
は
最
高
で
あ
る
。

松
川
温
泉 

松
楓
荘

キャンプを楽しんだ帰り道は、日帰り温泉でさっぱり！
近郊の温泉巡りをするのもキャンプの醍醐味のひとつである。

キャンプの帰りは「温泉」へ

八幡平温泉館 「森乃湯」

■ 八幡平市八幡平温泉郷
■ TEL 0195-78-3611
■ 入浴時間／10：00～22：00（冬期間は10：00～21：00）
　※最終受付は閉館1時間前まで
■ 入浴料金／大人600円、子ども300円

■ 八幡平市平笠24-728
■ TEL 0195-76-2013
■ 入浴時間／9：00〜21：00（冬期間は9：30〜20：00）
　※最終受付は閉館1時間前まで
■ 入浴料金／大人600円、子ども300円

　八幡平温泉郷にある日帰り温泉施設。全身浴、
寝湯、水風呂、サウナ、露天風呂、舞台湯とバ
ラエティー豊かなことから、地元客にも人気で
ある。冬はスキー帰りにも立ち寄りたい。

岩
手
山
焼
走
り
国
際
交
流
村 「
焼
走
り
の
湯
」

　

岩
手
山
焼
走
り
熔
岩
流
の
入
口
に
あ
る
日
帰
り
温
泉

施
設
。
泉
質
は
単
純
温
泉
（
低
張
性
弱
ア
ル
カ
リ
性
低

温
泉
）。
和
風
と
洋
風
の
大
浴
場
が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
開

放
的
な
空
間
の
中
で
温
泉
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

新安比温泉 静流閣

■ 八幡平市叺田43-1
■ TEL 0195-72-2110
■ 入浴時間／10：00～19：00受付
■ 入浴料金／大人700円、子ども400円

　全国でも珍しい強塩泉の湯。朱色に近い湯は、
海水の２倍の塩分濃度があり、湯上がり後は体
の中からぽかぽか。またメタホウ酸の力で肌も
つるつると、女性にとっていいことづくめ。
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ビ
ッ
キ
ー
と
行
く 

八
幡
平

「
ラ
ン
タ
ン
の
灯
り
と
と
も
に
」  

撮
影
地
／
刈
屋
　
　
　
　
　
　
　
　

　少し肌寒い秋、澄んだ空気の夜空のもとで、ラン
タンをともしてキャンプ。ビッキーは、独特な暖か
い灯りを堪能し、コーヒーを淹れてご満悦！ こうして

「妻の神広場キャンプ場」の夜は更けていくのでした。

三浦 学
WILDGRAPE FARM・八幡平山ぶどう農園代表

撮影
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●ビッキーとは、八幡平市の非公認マスコットキャラクター。 その正体は、樹上で暮らす
森の住人・モリアオガエル。 「大揚沼とモリアオガエル」は国指定の天然記念物です。


